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トリクロロエチレン使用者の健康調査結果について
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Afactor-cont･rolstudywasconductedtosurveytherelationshiptx!tweentheuseof
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∝curred in the exposedgroupwithalesserfrequencythaninthecontrols. Thepar-
ticularsymp tom complexsuggestingPCI,whichischaracterizedbyabdominalfullness,
鮎 tus,abdo m ina l pain,constipationanddiarrhea,and"tomatojuice"-likebloodystool,

however,appeared morefrequently in theexposed females. Astoscleroderma,a

s ymptom complexconsistingorskin-sclerosisorextremities,faceandtrunk,thickening

い::LH Hrh1t三一!‥･‥ミ､-!1-I::t､;ミ1.い:I1.:i,･･､､､ ･､･1･.:･川妻･H-(､;､･-.:､=.=1::･.さミ.I,･I川Hi.･!.tit:川･ト こL･:!L･･:こ;I

nonwasobservedmorefrequentlyintheexposedw()rkers()∫bothsexes. A clinical

evaluationofworkerswithsubjectivesymptomsseemst･otx)significantforfurt･her

study.

Keywords:trichloroethylene,pneumatosiscystoidesintestinalis,scleroderllla,

afact､or-controlst-udy.

トリ'/lJljエ+レン.腸管辛勝様気腫.強皮症.要因-対照研究.

は じ め に

卜F)クー二一仁7lT-+レンは脂溶性及び揮発性に富む.こLT)

為. 卜I)'}口rl.｢~∴f-L-ンは生体に対 して極めて吸収され

やすく障害を起こし易い.脂溶性である為に神経組織iこ
親和性を示 し,神経及び精神症状を発現 しやすい,さLL-,

に脂溶性iこよる経皮吸収,揮発性による柾気遣吸収が起

こIl.全身的症状を惹起することが知I､っftている.また,
突然変異原性.発がん性,催翻杉性在と:.脂溶性や揮発

性とは別に化学物質間有の特性に基-うく作用ヰ)知と二､71て

いる.

ここで述べたよ･')な生体影響iこついては.今までに多

くの研究雑費が存在する. しかし我々が 卜l)々 r一口J._+

レンに関する文献的検索を実施 したところ.消化器症状

や皮膚･関節の症状などに--,いて;･ま十分検討が行われて

いるとは言いかたいことが判明した.そこで本有機溶剤

使用による消化器症状及び伎有 ･関節の症状について焦

点を絞 り,調度を行うことに した.

クuロエチしン使用者に見r)Il.る腸管♯腫様気腫 (以下

気睦と略)について報告 している.気腫は腸管蟹内にガ

スを充満 して燕腫が多発する疾患で.腹部膨満鼠 腹痛,

おなら,便通異常,気腫が破れて起こる卜て トジ∴l--i

様血便を主症状としている.本症は今までに消化管狭窄,

閉塞性呼吸器疾患 搭原病などに続発 して起こることが

知L-.-れているが, 卜りクtJロJ-チレン使肝者にも多 くふ

(.'れることが分かった.そこで,我々は トリクロr7:T_チ

レン使用と気腫発生との関係について疫学的に確認する

為に,新潟県下の溶剤使用者を対象に調査を行った.

次に,皮盾 ･関節症状発現についての調査矧 耕土, 卜

り'/ロr】エチL,ンと謬原病発生との関連性を調べること

である.即ち. 卜りI/｢=1:r-チLソと極めて化学的構造

の近い塩化どこ′Lで搭原病(.')発生を.ムJことする症例報告

が散見されることかl､)3-→卜. 卜り′′nT7IL+しンで寸､

何らかの関連性があると考えられる為である.

対 象 及 び 方 法

調査の対象は∴ 有機溶剤中毒予防規則 Jにより検診

を線描--うけ吊 l_ている新潟県内(T)卜り'JL=コ二-チ--しン使

済藩のうち,新潟県内の某検診検閲が1986年 1月から

た.溶剤を使用 しない古,即ち対照者は 卜r)ケL･】1-_-:r_+

レン検診を究施 した事業所での非使用者で.定耶検診L')

受診者上した.

調&_方法は要酢 -.対照研究方式を用い.溶剤使用者及

び非使周者と私法で窪める健診の受診直前をこ,調査票を

配付 し記入を求めた.調査票の内容上しては,事業所乳

職種.氏名,件,年齢に続いて,胃腸症状 し21項 H),

皮膚症状 (13項目),手足n血液循環iこ関する症状 (7

項 目).関節症状 (LJl項目)である.具体的症状として

は表 3及び 6に掲げる項【Jである.在れ 調在に際 し

て要田暴露群と対照群間で年齢などのて･､′チンゲは行わ

なかった.

回収 した調査票は:-,-デ 1･ン'/後,I)C9801二Lンビ:..一

夕凋統計パッケ-ジ ｢アジケ- 卜調査集計システム (社

会情報サー-ど:く株式会社製)｣を用いて分析を行-,た.

出現頻度の有意差検定はt検定,x2検定.Fisherの直

接 確 率 計 算 法 , リジット分析を用いた.

結 果

今 回 の統計分析に供した有効回答数は1378人 (男性704
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人.女~性67!1人)である.対照者は男女それぞI1300人

である.

トリタロロエテレソ使用者の男女別平均年齢と標準偏

差はそれぞれ38.4±11.78,39.2±10.86歳であ-〟,た.

対照者ではそかぞれ36.4±10.87.35.7±10.39歳であ

り,男女とも静間をこ差を認めなかった｡年齢構成につい

ては表 Iiこ示すとおりであるが.男女とも溶剤使ff絹･

と対照著聞で格別の差を認めなかった.

戦機別使用状況については,羨 望をこ示すとおりであ

ら.左お職種は重複 している為,職種別人数は延べ人数

で示 し,合計のみ寛人数で示してある.13の職橡のうち,

洗浄作業が全体U)GO.89･O/(､男性),83.70oL女~性)と

厳も多く,他の職種は洗浄をこ比べ少ないのが特徴である.

男性では塗装 (26.7001.分析試験 (8.1001が次いで

し､る.女性では清拭 (6.7001.塗装 (6.ョoo)が次し､て

し､る.

トリタロロエテレソ使用と穫々の消化器症状との関係

を衷 3に示す.症状は胃痛,胸や机 げっぷ,腹部膨

満感,おなら,腹痛,吐気,食欲不鼠 食後満腹感,千

痢,便秘,交代性便通異常 (下痢と便秘),残便感,黒

色便,粘液風 血便, トマ トジュ-ス様血嵐 痔疾,嘆

下困難,野下亀 体重減少の21項目である.なお,出現

頻度は対照群と比較 し有意差検定を実施 した.男性で,

有意差のある項目は極めて少なくヲ食欲不振 (9.4%)
と痔疾 (19.7%)のみであった.対照群でそれぞれ14.7

%,26.2%であり,いずれ転トリタロロエテレソ使周

群で症状出現頻度が低いことになる.女性では胃痛 拍8.2

車 息 トリタロロエチレソ使用者と対照番
の年齢分布

年 齢 E 男 性 女 性
溶剤使用者 対 照 老 溶剤使用者 対 照 老

-ノ1920-2930.--3940--4950--5960-. 38 17 37 19

(5.L1) (5.7) (5.5) (6.3)

159 73 lo† 72
(22.6) (24,3) (15.0) (24,0)

一6 95 2(ー0 94
(23.6) (31.71 (29.7) (31.3)

197 72 203 86
ほ 8.0) (24.0) (30.1) (28.7)

128 41 122 28
(18.2) (13.7) (18.i) (9.3)

16 2 ll 1

(2.3) (0.7) (1.6) (0.3)

汰 :( )内L7)値はP,6を示す.

表 2 卜りrJロロ_l1--TL,ン使斤卜Fl･L71職
穂別延べ人数

127

職 健 男 性 女 性 合 計

塗 装接 着清 拭洗 浄印 刷挿画加T塗料製造ドライクリ- 188 44 232

(26.7) (6.5) (16.81

37 23 60
(5,3) し3.4) (4.47

38 45 83
(5.47 (6.7) (6.0)

428 564 992
纏0.8) 摘3.7) 浮2.0)

38 9 47
(5.車 (1.3) (3.4)

I 0 1
(O.まう く0,0) (0.ll

iS 3 21
(2.6) (0.射 (1. 5 1

10 1 ll
ニソダ (i,射 (0.1) し0.か

分析試験乾 燥タソ夕内作業その他不明回答 57 2 59

(8.i) (a.3) (4,3)

33 3 36
(4.7) Lo.車 (2.6う

16 2 18
(2,3) (0.3) (1,3)

29 26 49
(4,1) (3.9) (3.6)

2- 28 51
(3.0) (4.21 (3.7)

注 :各職種の人数は延べ人数,合計欄は実人数

で示す.

( )内は実人数をこ対する%を示す.

oo).おtLCL.'(小1.29,6'),食欲不振 (3.1,%lの3項HOl

んである.対照群ではそJhぞナIL25.LIO｡,28.000,9.2

00であるので,おない')ふ 卜り'7仁一r-エチレン使m若に

発生が多かった.

は腹部膨満感,おなら,腹痛,交代後便通異常, トマ ト

ジ,I.-ス様血便cT_)5--)である.各症状の.L-tJ.現粕度につい

ては表 3にまとめたとおりである.特に.気障と_関連

が深いとされてし､る卜て 卜tr:,-ス様血便は男性 トリrJ

ロロ_T-Tレン使F杜若で2.20,6(15./680),対照著で0.7

% (2::294)であり,この間に有意の差を認めなかった.

女性では,0.8% (5/;■646).対照者でO.30r/6(1/2971

で.この間にも差を認めなかった.
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表 3 消化器症状出現頻度

症 状

胃 痛

胸やけ

げっぷ

腹部膨満感

おなら

腹 痛

.吐 気

食欲不振

食後満腹感

卜 痢

便 秘

交代性便通異常

残健感

黒色便

粘液便

血 便

トマ トジ:..- ス様血便

痔 疾

囁-'''卜困難

胃下垂

体重減'i,

溶 剤 使 用 者

132/686(19.2)

122:681(17.g)

54∴･675(8.0)

101/:681(14.8)

280;:682(41.1)

84:679(12.41

64.-:678(9./1)*

ilo:-:679(16.2)

116::'682)(17.0)

72･1678(10.6)

43.:679(6.:n

87.･■680(_12.81

81.∴･682(ll.9)

37/682(5.41

15..･68(〕(2.2)

134.::'679(19.7)*

(臥:6811(1.21

50･:679(7.那

対 照 老

68･296(23.0)

23ノ､297(7.7)

41.::296(13.9)

127.::297日2.81

3Ll.293(ll.6)

36297(12.I)

43､､292(14.7)

49.::295(18.8)

56:298(18.8)

39:293(1二i.I)

19､296(6.ll)

40.;296(13.5)

Ill.297(13.8)

7:;298(2.3)

14,/295(El.7)

2･1294LO.71

78/298(26.2l

2(1.297(6.71

41_!296(13.9)

溶 剤 使 用 者

119.:'653(18.2)*

47...646(7.3)

152:6･L13(23.6)

285.1645(44.2)**

57..:6-49(8.8)

43/:651(6.6)

20:･/647(3.11**

82.::'645(12.7)

54､65O(8.:i)

195:653(29.9l

L13:,:648(6.6)

88･655(13,Ll)

5()L･･:655(8.5)

6..~■652(0.9)

10646(1.5)

5..646(0.81

loll:6LILl(16 .1)

55:::646(8.51

42了~､653(6.Z=

対 照 者

75::295(25.ll)

4̀1･:295(1L･1.9)

30/:297(10,1)

59:::295(20.Ol

27/297(9.ll

27/295)(9.2)

48;297(16.21

36.･:296(12.2)

86.:'296(29.1)

21:299(7.0)

39.::297(13.1)

19:298(6..ll

3.298(1.CI)

7･:299(2.3)

1;297(0.3)

5ト297(17.2)

4::'296(l,ill)

24-297(8.ll

28.･.294(9.5)

注 :*pく0.05, **pく0.001

表 4 卜りL'7-ll.】:L+しン使用者に見l､'れる 腸 管 燕腫様気腫症状J)該当個数 (男性)

年 齢 群 29歳以下 30L-39歳 40-49歳 50歳目上 全 年 齢

使 用 の有無 健周者 対照著 健周著 書対照老 健周著 書対照番 健周老 l対照者 使用者 凍 照藩

な し症 1) l 禰状 2 個ノへ. 128 63 69 33 96 26 61 22 354 144

(65.0) (70.07 再1.6ー (34.7) ぐ48.7う (36.1) (42.4) (51.2) (5(1.3) (48.0)
46 一8 61 37 76 32 54 18 237 104
(23.4) ぐ20.0) (36.7) (38.9) (38.6) 摘魂湖 (37.5) (41.射 (3ニー.7) (34.7う

17 5 28 17 2- 14 2(ー 2 86 38
(8.6) (5.6) (16.9) (17.g) (10.7) (18,1) (13.9) し4.7) (12.2) (12.71

田 3 個 5 3 6 7 3 1 8 1 22 12

餅 4 個 (2.5) (3.3) (3働 くア湖 (1.5) (1.II) (5.6) (2.3) (3.1) (4.0)I 1 2 1 0 0 且 0 4 2

数 5 個 (0.5) (1.1) (1.27 ( 1 .1 ) (0.0) ( 0 .0 ) (0.7) (0.0) (0.6) (0.7)0 0 0､ O 1 0 0 0 1 0

(0.0) (0.0) (O.出 しO.鋸 (0,5) (0.0 1 ( 0.0) (0.0) Lo.1) (O.Oj

入 l数 197 90 166 95 ･97 着 72 ･44 f 43 70凄 い oo

リジツ卜値 2) 0.5240(∩-4) 0.4569tn-4) 0.4226(∩-封 0.5730(n-3) 0.5730(∩-5)

注 :1)｢腹部膨満感｣,｢おなら｣,｢腹痛｣,｢交代性便通異常｣,｢トマ トジュ…ス様血便｣症状の合
併個数.

2) りJ.リ卜値LT)rlは分析Lり際cp')階級数を表す.
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統計的方法は 卜りクロロエチレン群と対照群間で該当症

状の合併する度合いが増加するか否かを1)ジ･ソト分析を

用いて検討した.ここで,19歳以下の群及び60歳以上の

群は例数が少ない為それぞI129歳以下群と50歳以上群と

して統計分析を行った.結果は表 4及び 5iこ示すとお

i)である.男性では,40---49歳群,50歳u i._の群でこれ

ら症状を合併する者の割合がトリタロ田エテレソ使頗群

iこ多か---〕た い)ジ･ソト値はそれぞれ0.4226(p<0.001),

().5730(p<0.01号 女性では,5O歳以上L7)群を除き全

ての群で有意の差を認めた.即ち.全年齢群.29歳以下

の群,30L-39歳群,40･-49歳群で))ジ1./卜値はそれぞ,ll

0.5542(pく0.001),O.5580(pくO.05),0.5502(p<

0.05㌦ 0.5539(p<0.011であ一､た.

有機溶剤使用による皮膚,手足の循環浄症状,関節症

状については寮 6かこまとめた.皮膚症状としては皮膚

の光沢,硬化 指の皮膚が渡くつっぼる,皮膚のしこり,

手足のかぶれ,しみや色素脱失,赤い血管が浮き出る,

浮腫,閣貌が鋭く表情が乏しい,口があきにくい,Uの

周りをこしわ,指が太くなった,蹄のこわばりなどの症状

である.手足の血液循環症状としては手足が冷え易い,

寒さで皮膚が変色,寒さで痛みや感覚異常,手足のこわ

ばり,指先が細くなる,手足のただれや濃癒す指先が短

くなったなどの症状である.関節については関節痛,関

節がこわばる,関節の腫脹,関節が曲がるなどである.
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男性の場合, 卜りケHrlJL+レン使用者の皮膚の光沢

の出現 (2.0PJbJ)が対照群 (4.7%L)に比べ低く (p<

0.05).関節痛 (14.696-)が対照群 (lO.OQ･6ノ)に比べ高

かった (p<0.05上 他の症状は全て対照群と差を認め

なかった.女性では,浮腰 鉦壕%),手足が冷えやす

し､(･13.1/0,6/),寒さで皮膚が変色 (13.996r)が対照群

(それぞれ4.0,59.5,20.4.㌔)より有意に既かった.

危険率はそれぞれ p<().05,p<().(101,p<0.05であ

る.その他の症状では有意な差を示す項目はなかった.

ここで,強尉丘IIiこ注目して 卜り'/ロロJ-+しン使用と

の関連性に一一ついて分析を行一･_,た.強皮症症状として,辛

足や風 体幹の皮膚の硬化,指の皮膚が硬くつっぼる,

指のこわばり,寒さで皮膚が変色の4つが代表的なもの

であるが,これら症状の合併する度合いを有機溶剤使用

群と対照群問で比較 した.ここでも,19歳以下の群及び

60歳以上の群は例数が少ない為それぞれ29歳以下群と50

歳以上群にまとめて統計分析を行った.轄巣は泰 7(男

性)及び 8(女性)をこ示すとおりである.男性では愛年

齢群でり÷∴､′卜値は0.5556(p<0.(抑1),29歳1J/f:(')秤

で0.5445(p<0.05),30--39歳群で0.5467(P〈O.05).

40--49歳群で0.5553(pくO.Ol),5O歳以上群で0.5732

(p<0.01)であり,全ての トリ')ロロ]--ナし-ソ使用群

の症状合併率は対照群に比し有意に高かった.女性では

全年齢群で■)rLノト値は0.5952(p<0.001),29歳以下

表 5 トリタロロエテレソ使周著に見られる巌管藤腫様気腫症状の該当個数 (女性)

年 齢 群 29歳以下 30-39歳 40-49歳 50歳以上 全 年 齢

使周の有無 使用者 対照者 使用者 対照者 使用者 対蘇者 使用者 対輿者 使用者 対輿者

な し.症日 1 滴状 2 個,A 73 57 105 6(I 84 45 59 ll 321 173

(52.9) (62.6) (52.5) (63,8) (41,41 (52.3) (44,4) (37.9) (47,6) (57.7)
33 20 58 19 7ぐ) 29 44 13 205 79
(23.9) (22.0) (29.0) (20,2) (34,5) (33.7) (33.1) (44.8) (30.4) (26,3)

21 ll 27 9 38 10 26 3 112 35
(15.2) (12,-1 (13.5) (9.67 (18.71 (ll.61 (19.5) (10.3) (16.6) (ll.7)

田 3 滴 10 3 9 5 8 5 4 2 31 12

餅 4 個 (7.21 (3.3) (4.5) (5.3) (3.9) (2.3) (3.07 (6.9) (4.6) (4.0)I 0 1 1 3 0 0 0 5 1

敬 5 個 (0.7) (0.0) (0.5) (1.1) (1.5) (0.0) (0.0) (0.0) (0.7) (0,3)0 0 0､ 0 0 0 0 0 0 0
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0)(0.0) (0.0) (0.0) (0.0)

人 数 138 91 200 94 203 86 133 29 674 300

リジツト憶 念) 0.5580(∩-4) 0,5502(∩-4) 0.5539(n-4) 0.4898(∩-3) 0.5542(∩-4)

注 :1) r腹部膨満感｣.｢おなら｣,｢腹痛｣,r交代性便通異常J,｢トマ トジ:,i-ス様血便｣症状の合
併個数.

2) りジット値のnは分析の際の階級数を表す.
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豪6 皮膚関節症状出現頻度

症 状

皮膚の光沢

攻甘J.)硬化

指の皮骨の--ーぼ り

皮膚のしこり

手足LT)かぶれ

Ljtや色素脱失

戯管が浮き出 る

浮 腫

顔貌鋭い,表情乏 しい

Hがあきに くい

r_1(:7)周 りiこしわ

指が太 くなった

指がこわばる

手足が冷:l･.易い

寒さで舷肝が寒色

寒さで痛みや しびれ

手足LT)こわば り

指先が細 くなる

草屋のただれや潰痴

指先が短 くなる

関節痛

関節 が こ わ ば る

関節腫 脹

関節が曲がる

溶 剤 使 用 者

l･ト688(2.())*

29.I:683(Jl.2)

21:687 (3.I)

lil:/688 (2.0)

5:683 (_0.71

27685 (3.91

6..67と弓((1.91

10,r･:1677 (i.5)

7::681 (1.01

12683し1.8)

139/685(i)0.31

43..･･'､682しく･i.3〕

68.･681(ー1().(い

5/678し0.71

10681(1.封

5,.683(0.71

10068･1し1.1.6､)辛

･1･11.･･682 (6.51

･17679 (0.い

8680 (.1.21

対 照 者

14:;299(4.71

15::299(5.0)

12･300(5.71

15:/299し5.0)

8.:300(2.7)

12::300ト1.01

63(10(2.01

2298((1.71

g::Son(3.0)

l･~:299(0∴い

7_BOO(_2.31

0/300し0.0')

3･･.■29と弓し1.0)

75､299('25.I)

21_)299し7.Ll1

33･:i()0(ll.0)

59;2)9g(19.7〕

･･.11)99Li.31

3298(1.0)

30/'30OL10.01

20.:〕OO(6.71

2.･298(0.7)

1/1)98し0.31

溶 剤 使 朋 者

23/655(3.5)

40･･654(6.ll

60.･ノ647(9.3)

3616:14(5.6)

21652(3.21

･卜65L/1L0.6~)

9:'648(1.Ll)*

1.E:)･tl)A/17(二2.31

LJIG5L/i(0.61

28635し4.4〕

30.6tr:)･1(Ll.6)

ilo.652し6.ll

282651日3.1)**

99./:65(1(15 .21

158/655(1).I.1)

4/6･12(0.6)

12/651(1.tH

3･:650(0.LL=jl

lO5∴651(16.日

ti.､652(0.9)

10､655(I.51

汁 :*pく0.05. **pくO.OOl

表 7 卜りケHLl:L+L,ン使悶着にRl､'わる強攻症i])該当個数 (男性)

対 照 著

20.･･29∠1(6.81

22::298(7.41

4･1298(1.3)

16..295(5.上i')

16.299 (5,4)

5/'299 (1.7)

12-t797 も こ1.01

9･･,29一･i(3.I)

1..296(0.31

14:::290ト1.81

8･297(2.7)

15.295 ( 5.1)

176･296 (59.5)

60.294 (_20.--日

56 2911 (19.01

79､.298 (26.51

3.290(1.(H

lO.:2(j7(3.1い

こi:299(I.0)

i12..297(1･+1.ll

15.･･■L)97(5.1〕

5.･■297(I.7)

82t)6し2.7)

年 齢 群 29歳日下 3()-39歳 朝J-服歳 50歳以上 全 年 齢

使用の有無 使用者 対堆者 使用者 対照者 使用者 対堆者 使用者 対照者 使用者 対輿者
な し 147 75 133 85 150 63 99 36 529 259

症l) (74.6) (83.3う (80.1) (89.5) (76.日 (87. (68.8) (83.7) (75,1)纏6.3)
1 個 41 13 23 7 41 7 35 5 140 32

状 し20.が 再4.4) (13.9) (7.41 (20.8) (9.7) (24.封 (ll.6) (19.8) ぐ10,71

A 2 個 6 I 7 2 6 2 8 2 27 7
｢1 (3.0) (1.1) (4.2) (2.1) (3.0) ∈2潮 (5.6) (4.7) (3.8) (2.3)

併 3 個数 4 個 3 1 3 1 0 0 1 O 7 2

(1.5) (1.ll(1.8) (1.1) Lo.O) (0.0) (0.7) (0.0) (1,0) (0 .7 )
0 0 0 O 0 0 i O 1 0

(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.07 (0.71(0.0) (0.1) (0 .0 1

人 数 197 90 166 95 197 72 144 43 704 3 0 0

リジツ卜健望) 0.5445(m-3) 0.5467(∩-3) 0.5553(n-3) 0.5732(n-3) 0.5556Ln- 4 1

注 :1) ｢皮膚の硬化｣,｢指の皮膚のつっぼり｣,｢指のこわば り｣,｢寒 さで皮膚が変色｣症状の合併

個数.

2) リジット値のmは分析の際の階級数を表す.
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表 Lq 卜り'Jt7日-i:.+Lン便f甘苦に兄と､､,hろ強皮症(.現女当個数 (女一性1

年 齢 群 29歳以下 ∃ 30-39歳 蔓 朝-49歳 50歳目上 仝 年

使用ハ有無 使 用 者 蔓対照老E使用著書対照著 ぎ使用著 書対照老 使用署 対照著 使用者 対照老
な し 6 2 (‖ 一03 7●1 -川 53 79 25 354 216

症ト ( 崩 . 9 ) 浮 0,3) (51.5) 浮8.7) (5壕-2) 沌1,郎 (5凱射 ほ6.2) (52▲5) (72,0)
一 個 6 5 22 78 18 71 20 3壕 3 2趨8 63

状 摘 7.日 緩速.2) (39.0) (l臥l) (35.0) (23.3) ほ5.那 HO灘 (36.8) (21.0)

ふ 2 個 T 3 13 - 13 7 13 0 16 11
(i (5.吊 (3.3) (6.5) (且.吊 (6A) (8.1) (9.8) ぐ0.申 し6.申 し3言う

鰐 S 個数 4 個 4 ? 6 1 6 1 6 1 22 ti

(2中9) (2.2) (3.0) (1.1) (3.0) (嶺申7) (魂○5) (3.4) く3.3) (2.7)
O O O 0 3 3 1 0 4 2

くO,那 (0. 0 ) (0.0) (0.0) (1.5) (2.3) (0.8) (0.0)ド(0.6) (0.7)

人 数 描 き 91 日00 94 暑 203 ′ 86 ま33 29 着67嶺 暑300
リジツ卜億2) 0.6237(m-3)0.6射0(m-3) 0.5229(n-4) 0.6340日ー-3や 0.5952Ln二二車

注 :1) ｢皮膚の硬化｣,｢指の皮膚のつっぼり｣,｢指のこわばり｣,｢寒さで皮膚が変色｣症状の合併
個数.

2) uジット値のnは分析の際の階級数を菱す書

0.0Ol),;I(卜･･19歳群で0.511)i)9し有＼駄差たし).5O歳1､.人卜

群で0.6340(pく0.001‥ ICL.あり,･1()-･19歳群を除き,

全ての トリタロロエテレソ使周群の症状合併率は対照群

考 察

本調査は トリタロロエチレジ使周によって消化器症状

及び皮膚 .関節症状の出現を来すとの作業仮説のもとに

行われたものである.特に親睦や強皮症の発生との関連

性をこついて焦点をあて行われた,我々はこの作業仮説の

証明の為をこ,要因-対照研究方法をとった.

個々の症状でみる限り,得られた所見は我々の予想に

反するものであった.即ち消化器症状をこついては多くの

項目で対照群との間で差がないばかりか,有っても溶剤

使用の発生頻度がむしろ対照群より低率であった.

この所見の解釈には注意を要する.まず子本調査は要

因-対照研究方式で行ったが,この方鏡は要因暴露群

‖-り?I.-1【~= 一･才･しン使用者)と対照群問での比較可能

か否かが問題Li:守こる.特に,今回LT)調査は年齢,社会 ･

経済的状態などの変格因子についてのマッチソダを行わ

なかった.その為,消化器症状の出現数が着後溶剤硬鋼

者より対照翫こ多いことは,対照若し7沌1二会･経済的状態

の違いのおそれがある,対照者は溶剤使用事業所の非使

用者即ち事務及び管理業師 こ携わる者が多い.そこで今

回選んだ対照著が溶剤使用者iこ比べ学歴などに差があり,
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社会 や経済的をこも意まれでおり,かつ健康をこも関心が深

い為,消化器症状についても訴えが多いとすれば今回の

結果は了解可能である.

次に, トリタロロエテレソ使周者の溶剤に対する ｢慣

れ｣の問題も考慮 しなければならない.溶剤暴露をこより

影響がたとえあったとしても,長年の慢性暴露により症

状の自覚が低 くなっている可能性も否定できない.いず

れの解釈が妥当か.奪回の調査では明らかをこできない.

皮膚 ･関節症状iこついてもi酎 ヒ器症状tT)場合日司様で

ある.今後の検討課題として, トリタロロエチUy健周

群と対照群問での比較可能性LT)検討.特に学歴,社会 ･

経済状J% 健康感をこ対する意識の遠い等の交絡因子の分

析が必要である.次に.溶剤使用群では 卜りクー~-I-､丁-I:f-

Lpン審露L')程度を ｢生物学的モ二J'Iりンゲ｣で客観的に

把握する必要がある.さ{'に症状の把握 も医師による診

察をとり入れるなど,客観的に行うべきであろう.

ところで,溶剤使周群と対照群には上記のような問題

点があるをこも拘らず卓藤腰様気腫と強皮症の症状合併率

が溶剤使用群に多いことは興味をそそる結果である.即

ち腸管嚢腫様気腫の5症状 (腹部膨満感,おなら,腰痛,

交代性便通異常. トマ トj:i---ス様血便1LT)斜拝の度合

いが女性の溶剤使周者に多いことと,強皮症の鍾症状

(手足 ･顔 ･体幹t7)皮膚の硬化,指の皮膚が硬 くつっぼ

る,指のこわばり書寒さで皮膚が変色する)の合併率が

男女とも多いことが確認された.今後これらの症状を合

併する個人し7)臨床医学的検索が必費と思われる.
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要 約

卜り'/ロロ1チLpン使用とi酎ヒ器及び皮膚 ･関節症状

りrJ口Tl=r･-f･LJンによる腸管喪腫様気腫,強定症症状に

注目して行-L)た.調査の対象は新潟県内の 卜))'Jr,L7エ

チレン使用者で,1986年 1月から1987年2月までC-7)約

1年間LT)健康受診者1ニ378名 (男性TO･1乳 女.性674名)

である.溶剤を使用しない対照者は定期健診受診者の中

かLL-,選んだ男女一そかぞわ300名である.調査(pよ自記式の

問診票を用いて行っ紅

個々の消化器,皮膚 ･関節症状の出現頻度は溶剤使用

群が対照群に比べむし7-低率の傾向を示した.腸管嚢腫

様気障を示唆する症状 (腹部膨満感,おなl､).醸痛.交

ると,溶剤使周の女性で症状合併率が高かつた.強皮症

症状 し手足 ･顔 ･休幹しり皮膚LT)硬化,指L')皮膚が硬 く

は男薮と魁溶剤使周著をこ多かった.今後,これら症状を

合併する個太の臨床医学的検索が必要と思われる.
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